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1. 研究背景 
 我々はこれまで複数のユーザを対象にテーブル

型コンピュータを用いて，対面環境でユーザ同士

のインタラクションを支援するコンテンツの制作

と実装を行ってきた． 
ユーザ同士が楽しみながら互いにコミュニケー

ションを行う事を目的にエンターテイメント性の

あるコンテンツを MultiAudable に実装し、ユー
ザデモを行った[1][2]． その後積層 RFIDシステ
ムを備えた MultiTouchable を開発し，検証実験
を行った．本稿ではこの検証結果を基にした改善

と，新たな機能の付与を行った Picscopeについて
述べる． 

 

2. MultiTouchableの構成 
MultiTouchable はローテーブルの形を模して

作られたデバイスである（図 1）．主な構成は内部
に備わったプロジェクタと PC，光学式タッチス
クリーン，後述する 4つの積層 RFIDアンテナと
なっている．現在，テーブル型の筐体にタッチパ

ネルインタフェースを利用したデバイスは様々な

ものがあり，研究が盛んに行われている[3][4][5]． 
MultiTouchable は積層アンテナをテーブル天

板の外周 4箇所に設置しており，操作する時には
このアンテナの前に位置する[6]．これにより参加
ユーザがどのアンテナに RFIDタグを置いたかが
推測できるようになっている(図 2)． 

 

図 1 テーブル外観 

 

図 2 システム構成図 

3. Picscope 
実装コンテンツである Picscope は複数人で写

真を持ち寄って閲覧しながら写真について会話を

行い，互いにコミュニケーションを行う事を目的

としている． 
3.1 検証結果からの改善 
本コンテンツの制作ではこれまで写真の入力か

ら表示、閲覧までの一連の操作に必要最低限と思

われる機能を持ったプロトタイプを実装し，その

検証実験を行った．この検証結果を基に改善を加

え，以下のようなコンテンツを制作した． 
3.2 インタフェースのデザイン  
(1) 写真の入力 
写真の入力には RFID タグを用いる．RFID タ

グがアンテナの上に置かれると，Picscopeはまず
そのタグの IDに応じたXMLをサーバー上から読
み込むようになっている．この XML には写真の
パスが記述され，コンテンツはこれを参照して写

真をダウンロードし，スクリーンに投影する（図

2）． 



 
図 2 写真の入力 

(2) 写真の共有化 
写真は入力後，それぞれのユーザの手前にある

スペースに順番にサムネイルとして並べられる．

写真をスクリーン中央へ移動させると，その写真

を拡大表示する（図 3）．テーブルの中央はユーザ
同士の中間点でもあり，ここで拡大することで， 
複数で閲覧しやすくすることを狙いとしている．

またこの状態で他のユーザが正位置で写真を見ら

れるように，回転機能を設けた． 

 
図 3 写真の共有化 

 (3) 写真情報を使ったインタラクション 
写真情報が記述されている XML には属性情報

が付与されている．これは例えば写真に料理が写

っていれば食べ物，ペットが写っていれば動物と

いった被写体を大まかなカテゴリに分類した情報

である．写真についてコミュニケーションを行う

際には話題の中心となる写真がスクリーン中央で

拡大されているが，この時共有化されていないサ

ムネイル写真が，共有化されている写真と共通す

る属性を持っていた場合，それらを拡大して強調

する（図 4）． 
コミュニケーションが途切れることなく進行す

るようにするためには，話題の流動的な推移を支

援する必要がある．共有化されている写真に関係

性のある写真を見つけやすくすることでこの流動

的な推移を支援することを狙いとしている． 

 
図 4 属性情報を使ったピックアップ 

4. 応用可能性 
本稿では写真を閲覧するためのインタフェース

について述べたが，将来的には MultiTouchable
が持つ特徴を使い，ユニバーサルデザインの観点

から様々な層のユーザが同時に観賞した際に生じ

るバリアを取り除くことを目的に研究を行ってい

く． 
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